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は じ め に 

 

 学校生活および家庭や社会生活において音声と言語の果たす役割は極めて大切であり、体の成長と

ともにこれらの健全な発達は欠かせない事項である。耳鼻咽喉科医は成長過程において、言葉の入力

系である聴覚と出力系である音声・言語に唯一深く携わる立場にあり、その課せられた責務は計り知

れない。過去（財）日本学校保健会では日本耳鼻咽喉科学会学校保健委員会に委嘱し「音声言語障害

に関する調査研究委員会」を設け、冊子「声と話しことばの健康」、次いで平成 8年には「学校保健で

の音声言語障害の検診法」を発刊しその啓蒙に努め一定の役割を担ってきた。 

 しかし、今日まですでに 10 数年が経過し、音声・言語に対する疾患概念や、各疾患への対応、さら

に取り巻く社会・環境の変化がみられることから、学校保健委員会としてこの度新たな改訂の必要性

が検討された。改訂の方針に沿った項目として、学校保健における音声言語障害の位置づけ、検診法、

事後措置、音声および言語障害、言語発達障害、聴覚障害に起因するもの、機能性および器質性構音

障害、吃音その他について検討し分担執筆とした。本冊子が学校および学校保健にかかわる先生方に

ご活用いただき、将来に向けて健全な児童生徒の発達に寄与することを強く希望するものである。 

 後に本冊子の作成にあたり監修をいただいた新美成二先生に深甚なる謝意を表する。 
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